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◆序  論 ウェアラブル・IoT時代の人間モニタリング
◆第1章 生体情報の見守り
総  説 無拘束・非侵襲技術による見守り生体バイオ計測
第1節 マイクロ波・ミリ波を用いた生体情報計測
第2節 光ファイバセンサによる生体情報センシング
第3節 シート状非接触式人感センサを用いた生体情報検出への可能性
第4節 有機トランジスタ型フレキシブル生体センサ
第5節 顔画像から脈拍検出
第6節 5W1H生体情報解析に基づく人の状態の視える化技術

◆第2章 行動の見守り
総  説 行動を見守る要素技術
第1節 マイクロ波電波センサを用いた高齢者の見守り
第2節 非接触・無拘束ベッド見守りシステムOWLSIGHT®（アウルサイト）
第3節 音波センサによる行動検知
第4節 スマートフォンによる生活支援システムTLIFES
第5節 輝度分布センサによる行動の可視化

◆第3章 環境の見守り
第1節 照明による生活見守り「つながるライト」
第2節 水道の使用状況による見守り
第3節 湿度・温度管理による見守り

◆第4章 次世代展望
第1節 見守り支援のためのボディエリアネットワーク
第2節 IoTを駆使した見守りテクノロジー「データ医療」
第3節 ライフログ
第4節 「お元気発信」を活用した孤立防止と生活支援型コミュニティづくり

─社会技術としての重層的見守り
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